
（
１
）
現
時
点
の
予
算
編
成
状
況
は
。

（
２
）
重
要
課
題
項
目
は
。（
３
）

現
時
点
の
乖
離
状
況
と
最
終
的
な
乖
離
見

通
し
は
。

（
１
）
11
月
下
旬
ま
で
第

一
次
査
定
を
実
施
し
た
。（
２
）
社
会
福
祉

費
の
増
額
、
ま
た
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
に
係
る
経
費
、

教
育
施
設
の
修
繕
費
、
南
部
広
域
行
政
組

合
等
負
担
金
の
増
額
へ
の
対
応
が
あ
る
。

（
３
）
10
月
末
時
点
４
億
５
千
万
円
。
一
次

査
定
後
で
５
億
５
千
万
円
程
度
を
想
定
。

最
終
的
な
見
込
み
は
現
時
点
で
は
困
難
。

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
二
回
目
接
種
状
況
は
。

（
２
）
未
接
種
者
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

（
３
）
三
回
目
接
種
に
向
け
て
の
対
応
は
。

（
１
）
11
月
28
日
現
在

２
万
５
，
２
２
２
名
、
接
種
率
は
71・14
％
。

（
２
）
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
し
、

引
き
続
き
町
内
医
療
機
関
の
接
種
体
制
を

整
え
る
。（
３
）
12
月
よ
り
町
内
医
療
機
関

で
接
種
可
能
な
体
制
を
整
え
る
。

（
１
）
県
道
浦
西
線
の
徳
佐
田
地
区

周
辺
の
計
画
は
。（
２
）
県
道
那
覇

北
中
城
線
の
坂
田
、
棚
原
、
上
原
地
区
の
計

画
は
。（
３
）
幸
地
フ
ル
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

計
画
は
。（
４
）
琉
大
病
院
跡
地
利
用
計
画

は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

（
１
）（
３
）
民
間
活
用
し

土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
の
業
務
代
行
方
式

で
検
討
中
。（
２
）
令
和
５
年
１
月
末
ま
で

に
坂
田
の
大
型
店
の
撤
去
予
定
。
棚
原
上
原

地
区
は
沿
道
利
用
型
施
設
用
地
及
び
中
低
層

住
居
専
用
地
域
で
あ
り
、
今
後
地
域
と
意
見

交
換
を
進
め
た
い
。

（
４
）
９
月
２
日
に
第
４
回
会
議

で
ビ
ジ
ョ
ン
報
告
素
案
が
示
さ
れ
た
。
報
告
は

跡
地
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
定

め
る
も
の
で
、
具
体
的
な
利
用
方
法
や
方
向
性

に
言
及
は
な
い
。

オ
キ
コ
側
か
ら
坂
田
ハ
イ
ツ
に
入

る
道
路
及
び
歩
道
に
毎
日
水
が
流

れ
て
危
険
な
状
態
。
対
策
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

中
部
土
木
事
務
所
が
早
急

に
原
因
を
特
定
し
、
町
と
協
力
し
対
処
し
た

い
と
の
こ
と
。

廃
止
さ
れ
た
登
校
支
援
員
の
復
活

を
望
む
声
は
多
い
。
教
育
相
談
員

や
Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
※

が
対
応
し
て
い
る
が
、

人
員
不
足
や
悩
み
相
談
の
予
約
が
取
れ
な

い
な
ど
、
支
援
不
足
の
声
が
あ
る
。
体
制
強

化
の
予
算
は
求
め
て
い
る
か
。

現
実
と
し
て
Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ

は
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
限
ら
れ

た
中
で
支
援
体
制
の
構
築
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
予
算
枠
は
財
政
課
と
調
整
し
、

体
制
は
福
祉
部
と
ど
う
連
携
を
図
る
か
調

査
研
究
し
た
い
。

教
育
機
会
確
保
法
の
施
行
後
、
必

ず
し
も
学
校
復
帰
を
目
標
と
し
な

い
、
休
養
の
必
要
性
な
ど
不
登
校
の
対
応
は

大
き
く
変
化
。
町
全
体
で
こ
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
保
護
者
や
地
域
へ
啓
発
が
必
要

で
は
。

不
登
校
の
子
供
達
は

い
ず
れ
社
会
に
つ
な
が
っ
て
生
き
て
い
く
。

不
登
校
イ
コ
ー
ル
悪
で
は
な
い
こ
と
を
町

全
体
に
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

休
ん
で
い
る
子
供
達
と
学
校
と
の

つ
な
が
り
は
大
事
。
配
布
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
担
任
や
学
校
関
係
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
使

え
な
い
か
。

担
任
や
他
の
先
生
と

つ
な
が
る
こ
と
も
で
き
、
子
供
達
に
学
校
の

雰
囲
気
を
伝
え
る
な
ど
、
登
校
支
援
の
き
っ

か
け
と
し
て
も
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

そ
ろ
そ
ろ
休
ん
で
い
る
子
供
が
学
校

以
外
で
学
ぶ
場
所
を
検
討
す
る
時
期

で
は
な
い
か
。

学
校
外
で
の
学
び
の

場
所
は
非
常
に
必
要
だ
と
感
じ
る
。
財
政
的

な
問
題
も
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

現
在
、
２
学
童
が
無
補
助
で
厳
し
い

赤
字
経
営
で
継
続
で
き
る
か
ぎ
り
ぎ

り
と
の
こ
と
。
次
年
度
は
補
助
で
き
る
の
か
。

厳
し
い
と
理
解
し
て
い

る
。
次
年
度
の
予
算
編
成
計
画
で
拡
充
、
補

助
対
象
施
設
を
増
や
せ
る
よ
う
、
予
算
折
衝

で
説
明
し
た
い
。

学
童
と
学
校
の
連
携
強
化
に
つ
い

て
、
学
童
連
か
ら
具
体
的
な
提
案
が

あ
れ
ば
対
応
可
能
か
。

大
事
な
こ
と
な
の

で
、
学
童
連
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
適
切
に
応

じ
た
い
。

※
Ｓ
Ｃ （
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

Ｓ
Ｓ
Ｗ
（
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
） 

　

本
町
で
は
西
原
町
債
権
管
理
条
例

に
基
づ
き
、
放
棄
し
た
債
権
を
定

例
会
に
報
告
を
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
に

放
棄
し
た
債
権
数
７
１
０
件
、
額
３
７
０
万

円
。
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
議
会

は
、
一
方
的
に
報
告
を
受
け
る
だ
け
で
、
放

棄
し
不
納
欠
損
処
分
に
至
っ
た
経
緯
や
中

身
等
は
聞
く
す
べ
は
な
い
。
そ
れ
は
債
権
管

理
条
例
が
議
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
制
定

さ
れ
、
町
に
委
任
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
だ
。
し
か
し
、
予
算
は
議
会
の
議
決
な

し
に
は
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ

と
等
し
く
放
棄
し
、
不
納
欠
損
処
分
に
す
る

と
い
う
こ
と
自
体
、
重
要
な
事
だ
。
私
は
こ

の
条
例
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
い
。
必
要
不

可
欠
な
条
例
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、

今
日
、
町
長
の
決
裁
で
放
棄
し
た
後
に
事
後

報
告
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
本
条

例
を
一
部
改
正
し
、
議
決
事
項
と
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。

本
条
例
中
、
放
棄
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
者
や
破
産
手
続
に
よ
り
責

任
を
免
れ
た
方
、
消
滅
時
効
が
満
了
し
た

方
を
対
象
と
し
て
い
る
。
相
応
の
徴
収
努

力
や
調
査
を
経
て
の
結
論
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
規
定
通
り
報
告
で
対
応
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ
て
い

る
か
。

徴
収
努
力
を
し
て
も
徴

収
で
き
な
い
場
合
は
各
課
が
判
断
し
、
債

権
処
理
庁
内
委
員
会
で
確
認
、
議
会
に
報

告
と
な
る
。

学
校
給
食
費
６
３
２
件
、
約

２
３
０
万
円
、
放
棄
し
た
事
由
が

生
活
困
窮
の
為
回
収
で
き
ず
時
効
満
了
と

あ
る
が
、
最
初
か
ら
分
か
ら
な
か
っ
た
の

か
。
就
学
援
助
と
か
打
つ
手
も
あ
っ
た
の

で
は
。

以
前
は
消
滅
時
効
２
ヶ

年
（
現
在
は
５
ヶ
年
）。
納
付
が
前
提
で
あ

り
、
分
納
等
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
厳
し
い
分
を
放
棄
し
て
い
る
。

議
会
に
諮
る
。
質
疑
を
受
け
る
。

そ
れ
で
こ
そ
と
思
う
が
。

債
権
放
棄
件
数
７
０
０
件
余
、

膨
大
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
地
方
自

治
法
で
は
条
例
で
定
め
た
場
合
は
議
決
を

要
し
な
い
旨
う
た
っ
て
い
る
と
思
う
。

▲ 西原町例規集

宮
みやざと

里 芳
よしお

男 議員

伊
いじゅ

集　悟
さとる

議員

■
増
え
る
不
登
校
の
対
応
、
学

習
の
保
障
体
制
の
拡
充
を
！

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て

■
実
態
把
握
も
せ
ず
、「
２
ヶ
年
間

徴
収
に
当
た
っ
て
い
た
の
か
。」

■
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

■
債
権
放
棄
は
「
議
会
の
議
決

事
項
と
す
る
べ
き
で
は
。」

■
総
合
計
画
に
つ
い
て

■
道
路
行
政
に
つ
い
て

■
放
課
後
の
居
場
所
保
障
と
学
校

と
の
連
携
強
化
を
！

○
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
進
捗

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
勧
奨
再
開

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

総
務
部
長

儀
ぎま

間 信
のぶこ

子 議員

企
画
財
政
課
長

副
町
長
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